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1. まえがき 
 Bayesian Networkは AI研究の中から生まれた確率推論技
術であり、その応用例は、医療診断や遺伝子情報処理、パ

ターン認識（音声認識や文字認識）など様々である[1]． 
 周波数成分、単音および和音をノードとした Bayesian 
Network による音源同定手法が報告されている[2]が、本稿
では特に統計的性質を持つ種々の音色パラメータをノード

として用い、楽器同定を行う． 
 

2. 従来手法と問題点 
 現在までに提案されてきた音源同定手法のうちテンプレ

ートを用意する処理では、実音源に対して柔軟性が乏しい

ことや、処理時間の長さが問題点として挙げられていた． 

しかし、本提案手法では、楽器特徴量の統計的性質を

Bayesian Network のノード間の条件付き確率として保持す
るので、同一楽器であれば、学習対象外の音源に対しても

広く適用でき、また、構成したグラフのノード数に比例す

る時間で計算できる Belief Propagationアルゴリズムにより
処理時間の問題も解決できる． 

 

3. 提案手法 
3.1 音色パラメータ 
 統計処理を行った音色パラメータを表 1 に示す．ここで

は試験的に、時間領域に関して 9 種、周波数領域に関して

4 種、ジャンル推定に関して 3 種のパラメータ設定を行っ

た．ジャンル推定とは、入力音が実世界の音楽音響信号で

ある場合、その楽音のジャンルを推定することであり、楽

器同定精度の向上を図るために行う．本研究では、ポピュ

ラー音楽、ジャズ音楽、クラシック音楽の 3 ジャンルを対

象としている．統計処理には RWC 研究用音楽データベー
スを利用した[3]． 

 
表 1 統計処理を行った音色パラメータ 
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3.2 グラフ構成と動作 
提案する楽器同定処理モデルを図 1に示す． 

図 1 は、表 1 で示した楽器の音色に関する特徴量をノー

ド M の子ノード群として結合させたものであり、この子
ノード群によりノード M を逐次更新し、最終的に入力音
に含まれる楽器を推定する．ただし、ノード Mは図 1に示
した 9種類の楽器を変数としている． 
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4. 実験 
 単音楽器同

サンプル、36

入力音の音

り、奏法は主

表 2 

 

 

 

 

 

 

5. むすび 
 本稿では B
た． 
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